
不登校等児童生徒への
支援の充実に向けて

広島県教育委員会事務局学びの変革推進部

個別最適な学び担当 不登校支援センター 蓮浦 顕達

特定分野に特異な才能のある児童生徒に対する学校における指導・支援の在り方等に関する有識者会議（第７回）

不登校支援センターについて
令和３年４月設置

個別最適な学び担当

不登校支援センター長

指導主事 ９名
主 査 １名
主 任 １名
ＳSＷＳＶ（兼） ※ １名

人材育成推進監

指導主事 ４名
主 任 １名

不登校支援センター 人材育成担当

※スクールソーシャルワーカースーパーバイザー
（SSWSV）は豊かな心と身体育成課との兼務

広島県教育委員会事務局 学びの変革推進部

義務教育指導課 豊かな心と身体育成課
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国公私立小・中・高等学校（全日制・定時制）における不登校児童生徒数等の年次推移（広島県）

「令和２年度児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に関する調査結果」から

不登校支援センターについて

一斉指導を前提としたカリキュラムだけではなく，

子供の実態に応じた多様な “選択肢”と“自己決定” を意識した教育活動の推進

広島版『学びの変革』アクションプランの推進（平成26年12月～）

全ての児童生徒の「主体的な学び」の実現

個別最適な学びの推進

主体的に学ぶことが難しい児童生徒

↓

自己肯定感が低い 学ぶ楽しさ・できる喜びを感じた経験が少ない

令和元年度～

個別最適な学び担当 を新設
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県内の公立学校の不登校等児童生徒への学習支援等による不
登校の未然防止及び不登校等児童生徒の社会的自立に向けた支
援の強化・充実を図る。

Ⅰ 不登校ＳＳＲ推進校への支援

Ⅱ 東大LEARN in 広島（開発・実施）

Ⅲ フリースクール等民間団体との連携体制の構築

Ⅳ 教職員・保護者を対象とした研修（年間３回）

Ⅴ 不登校に係る教育相談（心のふれあい相談室など）

主な取組

不登校支援センターについて

県教育委員会HP   https://www.pref.hiroshima.lg.jp/site/kyouiku17/

市町名 小学校 中学校

福山市 新涯小・曙小 誠之中

呉市 阿賀中・吉浦中

竹原市 東野小・忠海小 （忠海中）※

東広島市 八本松中・高屋中

海田町 海田小 海田西中

令和元年度・令和２年度

不登校等児童生徒支援指定校 （小学校5校 中学校6校 計11校 ）
※ 指定は忠海小であるが，忠海小・中は施設一体型小中一貫校であるため，SSRは共用。

不登校ＳＳＲ推進校への支援

学校とのつながりが途切れないための居場所づくり

不登校等児童生徒が継続的に利用できる居場所を整備することにより，学校をは
じめとする社会とのつながりを持つことができ，社会的自立に向けた支援を充実さ
せていくことができる。

■担当教員を加配措置（各校１名） ■環境整備に向けた予算措置（１校当たり40万円） ※初年度のみ
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〇 少人数で安心できる場所があると学校に来ることが
できる。

〇 静かに自分のペースで学習ができる。教室はざわざ
わしている。

〇 ＳＳＲがあったので，（教室でしんどくなった時も）家
に帰らずにＳＳＲに行くという選択肢が増えたことが良
かった。

〇 体がしんどい時，みんなと同じペースで勉強が，進め
られない時にＳＳＲを使って自分のペースで勉強し，また
教室に戻れるのが良かった。

〇 授業の途中で教室から出たり，教室に入ったりする
のは特に気にならないようになった。

〇 ＳＳＲでは，周りの人に助けてくれる友達ができて笑
顔になれる。友達が困ったときに助けてくれる。

〇 人の気持ちを考えることができるようになった。

児童生徒

〇 登校しやすい雰囲気で（子供が）行きやす
かった。

〇 切り替えができる場所があって良かった。
安心して通うことができた。

〇 ＳＳＲ通信でＳＳＲのことや子供のことがよく
わかった。

〇 自分がしんどい時に自分で気づけて，先生
にも伝えることができるようになったことが
良かった。

〇 進路が決まって良かった。不登校になって難
しいと思っていた。

〇 保護者の会などで相談できてよかった。

〇 教職員も全ての児童が使うことができる部屋としてＳＳＲをとらえている。週
1回の支援会議（全教職員での不登校等児童に係る会議）の成果であると
考えている。

不登校ＳＳＲ推進校への支援

★利用した児童生徒，その保護者及び担当教員の声

★指定校における不登校児童生徒数（令和２年度）

広島県全体の不登校児童生徒数が増加する中で，指定校11校中９校で，前年度以下という結果

担当教員
保護者

市町名 小学校 中学校 義務教育学校

福山市 新涯小・曙小 誠之中

呉市 阿賀中・吉浦中

竹原市 竹原西小 忠海学園

大竹市 大竹中

東広島市 八本松中・高屋中

廿日市市 四季が丘中

江田島市 大柿中

海田町 海田小
海田西小 海田西中

熊野町 熊野中

三原市 沼田東小 宮浦中・久井中

府中市 第一中

三次市 塩町中

不登校SSR推進校（小学校６校 中学校14校 義務教育学校１校）

県教育委員会HP
https://www.pref.hiroshima.lg.jp/site/kyouiku17/ssr03.html

令和３年度～

不登校ＳＳＲ推進校への支援

■担当教員を加配措置（各校１名）
■県教委指導主事が週１回（終日）学校訪問

利用状況
令和３年５月末現在 125名
令和３年９月末現在 183名
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ＳＳＲ（スペシャルサポートルーム）は，どんな場所なのか。

◎通常の教室への復帰を前提とはしていない。

◎居場所であるとともに成長できる場である。

◎「生きる力」を育むことを目指す。

・ 相談する力

・ 自分の強みを知り，生かす力・苦手な場面でＳＯＳを出せる力

◎時間割を変更したい場合，相談できる。

◎利用する児童生徒の伴走者として担当者が
決まっている。

不登校ＳＳＲ推進校への支援

不登校ＳＳＲ推進校への支援

市町教育委員会
○県教育委員会と連携による推進校への指導・支援
○市町教育委員会主催の生徒指導主事研修等で成果等を普及
○市町の教育支援センター等との連携 など

県教育委員会

○SSR担当教員（教育相談コーディネータを兼務）を各校１名加配
○不登校支援センターの指導主事が各推進校に週１回（終日）訪問

※ 訪問できない期間は，オンライン担当者等ミーティングを開催
○不登校ＳＳＲ推進校連絡協議会（年２回）を開催
○県全体へ成果等を普及 など

(1) ＳＳＲの運営
① 環境整備
② 個別のサポート計画の作成

（アセスメントなど）
③ 学習支援（個別・集団） など

(2) 組織的な学校体制の構築
① 不登校等児童生徒支援会議の開催による支援方針等の共有
② 校内研修の実施
③ 他の教職員，児童生徒，保護者への周知 など

不登校ＳＳＲ推進校の取組内容

サポート
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(1) ＳＳＲの運営
① 環境整備

� ポイント１

学校らしく見えない教室を目指しましょう！

� ポイント２

校内で入室しやすい場所を選定し，動線を確保しま
しょう！

� ポイント３

個別の学習，協働での学習の両立が
可能なレイアウトを工夫しましょう！

不登校ＳＳＲ推進校への支援

周りの視線を気にすること
なく入室できる場所へＳＳＲ
を設置したり、ＳＳＲ用のくつ
箱を準備したりしています。

ソファーを置いたり，机に
テーブルクロスをかけたり，
カラフルな色を使ったイスを
使うなど，学校らしく見えな
い教室を目指しています。

個別の学習と協働での学習の両立が
可能なレイアウトを工夫しています。

6



(1) ＳＳＲの運営
② 個別のサポート計画の作成

（アセスメントなど）

� ポイント１

適切なアセスメントを実施しましょう！

� ポイント２

アセスメントを踏まえて，身に付けさせたい目標を
設定しましょう！（長期目標・短期目標）

� ポイント３

児童生徒・保護者との面談等によって共通理解を
図りましょう！

不登校ＳＳＲ推進校への支援

(1) ＳＳＲの運営サポート
② 個別のサポート計画の作成

（アセスメントなど）

� ポイント１

適切なアセスメントを実施しましょう！

児童生徒一人一人の状況だけではなく，
その状況に至っている要因を探っていきましょう。

不登校ＳＳＲ推進校への支援

FDP（Five Different Positions）判定指標の活用
ＮＰＯ法人スチューデント・サポート・フェイス（S.S.F）

実施（例） ※ 利用開始時と年度末の２回実施（場合によっては，年度途中でも実施）

① 各判定指標について，複数（学級担任とＳＳＲ担任）で，児童生徒の実際の姿をもとに５つのレベルで見とる。

② それぞれが，どう判定したのか，どんな姿をもとに判定したのかを交流する。

③ 今，とらえている状況だけでは判断できない場合，再度，一定期間，児童生徒の様子を見る。

④ 再度，交流することを通して判断する。

手法の一つとして

判定すること
自体が目的
にならないよ

うに留意
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FDP（Five Different Positions）判定指標の活用

【対人関係】
Level 1 対人恐怖等を抱え，他者への警戒心，拒絶感が強く接触が全くできない状態にある。
Level 2 他者への警戒心，拒絶感が強い状態であるが，特定の人間であれば接触が可能である。
Level 3 個別での対人接触は可能であるが，強い苦手意識があり，コミュニケーションが不全である。
Level 4 小集団での対人関係が可能で，一定の枠組みの下でのコミュニケーションは可能である。
Level 5 集団での対人接触が可能で，日常的なコミュニケーションをとることができる。

【メンタルヘルス】
Level １ 精神的に不安定であり，重度の幻覚・妄想や自殺企図があり，自傷他害のリスクが高い。
Level ２ 精神的に不安定であり，投薬等によって症状が抑えられているが自傷他害のリスクがある。
Level 3 精神的に不安定であるものの，ある程度の自制が可能で条件次第で限定的に社会参加ができる。
Level 4 精神的に不安定であるものの，助言等で自制が可能な状態で一般的な社会参加が可能である。
Level 5 精神的に安定しており，社会生活を営む上での支障がない。

【ストレス耐性】
Level 1 些細なストレスでも心身に影響が生じるため，社会生活が送れない。
Level 2 しばしば心身への影響が認められ，社会生活を営む上での困難がある。
Level 3 一定のストレスが溜まることで時折，社会生活に支障が出ている。
Level 4 助言等があれば自制が可能で，一般的な社会生活が送れる。
Level 5 自制が可能で社会生活を営む上で支障がない。

【思考（認知）】
Level 1 全てにおいて悲観的・否定的な考え方で，客観的な意見を受け入れられず自制もできない。
Level 2 悲観的・否定的な思考で，自制はできないが時として客観的な意見を受容することができる。
Level 3 悲観的・否定的思考傾向にあるが，助言等を受け入れ，ある程度の自制が可能な状態にある。
Level 4 一般的な思考傾向にあり，助言等によって物事を合理的に考え，自制が可能な状態にある。
Level 5 一般的な思考傾向にあり，自ら物事を柔軟に捉えたり，合理的に考えることができる。

【環境】
Level 1 虐待やDV，不法行為等の深刻な問題が存在し，行政による緊急介入が必要な状態にある。
Level 2 家庭内暴力や家族間の対立等の問題が存在し，家族機能が著しく低下した状態にある。
Level 3 家族間の不和等の家族問題が存在し，家族機能が低下した状態にある。
Level 4 家族問題が存在するものの，家族機能がある程度保たれている。
Level 5 一般的な家庭環境で，家族機能が健全に保たれた状態にある。

ＮＰＯ法人スチューデント・サポート・フェイス（S.S.F）
「多軸評価アセスメント指標」による

アセスメントシート（例）

レベル

対人関係

メンタル

ストレス

思考

環境

※FDP（Five Different Positions）アセスメント【NPO法人のスチューデントサポートフェイス】を参考に作成

在籍級 担任名

評価の根拠となった聞き取り・行動の記録

作成日 対象児童名

FDP指標以外の共通理解しておきたい事項

●本人の強み（趣味・特技など）

●学習状況　□学年相当　
　　　　　　　　 □学年の進みと違う教科がある
　　　　　　　　 ＜具体的に記述＞

●その他

作成担当者名（複数名）

0

1

2

3

4

5

対人関係

メンタル

ストレス思考

環境

系列1
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個別サポート計画の作成

★相談する力

★自分の強みを知り，
生かす力・苦手な場面
でＳＯＳを出せる力

↑

長期目標

↑

短期目標

個別サポート計画の作成

★相談する力

★自分の強みを知り，
生かす力・苦手な場面
でＳＯＳを出せる力

↑

長期目標

↑

短期目標
児童生徒・保護者との面談等による

共通理解
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(1) ＳＳＲの運営サポート
③ 学習支援（個別・集団）

� ポイント１

児童生徒の興味・関心を生かした学び

� ポイント２

児童生徒が相互に学び合う場の設定

� ポイント３

振り返りと教職員からの声掛け

不登校ＳＳＲ推進校への支援

(1) ＳＳＲの運営サポート
③ 学習支援（個別・集団）

� ポイント１

児童生徒の興味・関心を生かした学び

自分たちが興味・関心のあることについて，それぞれが調べ，自分なりの工夫をしてまとめました 。
また，ＳＳＲ個展として，先生方を招待し，調べたことの発表会を開催しました。先生方からは，たくさ

んの「いいね」の評価をもらいました。

「令和３年度広島県教育資料」から抜粋

不登校ＳＳＲ推進校への支援
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(1) ＳＳＲの運営サポート
③ 学習支援（個別・集団）

� ポイント２

児童生徒が相互に学び合う場の設定

児童生徒が相互に教え合う活動や関わり合い・協力が必要となる体験活動などを取り入れ，相互
に認め合うことができるよりよい人間関係を築いています。また，様々な体験により，自分が何に興
味・関心があるのかに気付き，学びを広げていくきっかけとしています。

「令和３年度広島県教育資料」から抜粋

不登校ＳＳＲ推進校への支援

オンライン学びプログラム オンラインクラブ活動月

７月

９月

コラボ企画
①

テーマ：メダカ
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オンライン学びプログラム オンラインクラブ活動月

10月

11月

コラボ企画
②

テーマ：蛇

テーマ：トカゲ

講師

講師

講師

講師
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オンライン学びプログラム オンラインクラブ活動月

1２月

1月

コラボ企画
③

コラボ企画
④

講師

講師

SSRの生徒が担当

作品名「ネオン」

生き物博士に
挑戦しよう！

和田博士（爬虫類を担当）
佐々木博士（両生類を担当）

クイズを
はじめるよう～！！！

クイズ

梶本ちひろ先生に，
イラストの描き方を学びました。イラスト

ゆうたろうさんへの
インタビュー

生き物

ゆうたろうさんから，興味のあること，好きなことを仕事にすることの楽しさや大変さ，大切
にしていること，人とのつながりなどについて語っていただきました。また，多くの人とかか
わって，いろんなコミュニテイーをもっておくこと，自分の好きなものを見つけて，その分野に
ついていろんなことを知っておくことが大切だといったメッセージをいただきました。

SSRに通っている生徒が，オンライン
でインタビューしました。

参加者数 ４７名

13



オンライン学びプログラム オンラインクラブ活動月

２月
講師

コラボ企画
⑤

参加者数（のべ数）
※令和４年１月末現在

オンライン学びプログラム
448名

オンラインクラブ活動
207名

オンライン学びプログラム・オンラインクラブ活動に参加した児童生徒の様子等

オンライン学びプログラムを楽しみにしてい
て，これまで登校が遅かったが，プログラム
の開始時刻にあわせて登校するようになった。
また，活動に関することを事前に調べて参

加する姿も見られている。

オンラインクラブ活動の中で，講師を務めた
ことで自信がつき，はっきりと自分を表現する
ようになったり，学習にも積極的に取り組む
ようになったりするなどの成長が見られた。

勾玉づくりでは，プログラムの時間が終
わっても，集中して取り組む姿が見られた。

自分たちが作った勾玉の歴史民俗資料
館への展示を喜び，多くの児童生徒が，実
際に展示場所を訪れた。

ストリームに投稿されるコメントを読んで，
どんな言葉で伝えたらよいかを考える姿が
見られてきた。また，自分のことを知っても
らいたいという気持ちが芽生えている。

コラボ企画
⑥

(1) ＳＳＲの運営サポート
③ 学習支援（個別・集団）

� ポイント３

振り返りと教職員からの声掛け

児童生徒の振り返りに学校からコメントを返すことで，達成感を持ち， 成長を実感することにつな
げています。

「令和３年度広島県教育資料」から抜粋

下校時刻 ●時●分 ●時●分 ●時●分

１日の感想

学校から

相談する力
自分の強みを知り，

生かす力・苦手な場面でＳＯＳを出せる力
↑

短期目標・長期目標を念頭に・・・

不登校ＳＳＲ推進校への支援
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不登校ＳＳＲ推進校への支援

(1) ＳＳＲの運営サポート
③ 学習支援（個別・集団）

～キャリア教育の視点から～

◆高校に進学した，SSRに通っていた先輩の話を聞く会を開催

・自分の目標をより明確にしていく。
・受験や高校生活への不安を解消する。

先輩に学ぶ会の開催

� ポイント

生徒一人一人の状況を踏
まえて，会の中で話を聞くこ
とだけではなく，会の開催に
向けた準備や事後の取組ま
でのストーリーを描く。

高校に向けての勉強の仕方，高校の進路について
わかりやすく聞けたので，今後，どうやって立ち向
かっていけばよいのか分かりました。

久しぶりに話せてうれしかった
です。私たちも高校生活をエン
ジョイするため，頑張りたいと思い
ます。

(2) 組織的な学校体制の構築
① 不登校等児童生徒支援会議の開催による支援方針等の共有

� ポイント 現状分析と今後の取組方針の共有

【不登校等児童生徒支援会議】

時間割に組み込むなどにより，週１回
程度定期的に開催し，不登校等児童生
徒の状況の共有や指導方針について協
議・確認を行う。

構成メンバー（例）

校長，教頭，学年主任，生徒指導主事，
特別支援教育コーディネーター，
ＳＳＲ 担当 教員（教育相談コーディネーター），
養護教諭，
スクールカウンセラー及びスクールソーシャルワーカー等

② 校内研修の実施

� ポイント 学校が主体となる校内研修の実施

【例】
◆ SSR（スペシャルサポートルーム）とは？
◆ 不登校等児童生徒への取組や成果，課題等の状況の共有
◆ 特別支援教育の視点に立った児童生徒の見方や受け止め方，関わり方等

不登校ＳＳＲ推進校への支援
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(2) 組織的な学校体制の構築

③ 他の教職員，児童生徒，保護者への周知

� ポイント 他の教職員への周知

◆学校だよりの配付や学校WEBページへの掲載による周知
◆SSRの入口に活動の様子を掲示して紹介

➡ 誰もが利用しやすいＳＳＲにしていく視点からの発信
↕ （連動）

多様性の理解

不登校ＳＳＲ推進校への支援

� ポイント 全校児童生徒・保護者への説明

◆ＳＳＲを設置した取組の理解
◆ＳＳＲにおける支援の考え方や支援方法等の理解

➡ 通常の教室における学級経営や授業の改善 ➡ 不登校の未然防止

義務教育指導課 指導主事 ※個別最適な学びに関する実証研究担当 による研修の実施

https://www.pref.hiroshima.lg.jp/site/kyouiku17/kobetu-teian.html

単元内自由進度学習・イエナプランを参考にした自立・協働学習・単元別プロジェクト学習・興味関心に応じたMY 探究

県教委等からも様々な媒体
（HP 広報紙 インスタグラム YouTubeなど）を通じて発信

「くりっぷ」 第76号でも

オンラインプログラムを
紹介しています！！
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令和３年度 個別最適な学びの実現に向けた教職員等研修

第１回 ７月31日（土） 東京福祉大学 河合 純先生 168名

第２回 11月22日（月） 相模女子大学 日戸由刈先生 180名

第３回 １月2９日（土） 兵庫教育大学 小川修史先生 183名

県教育委員会HP https://www.pref.hiroshima.lg.jp/site/kyouiku17/kobetankenshu030731.html

日程 内容

13:30
～13:35 開会行事

13:35
～13:55 説明 不登校支援センター 指導主事

13:55
～15:10 講演 相模女子大学人間社会学部人間心理学科 教授 日戸 由刈

15:15
～15:35

当事者からのメッセージ（インタビュー映像の視聴）
自分に合った学びの場（特別支援学級・ＳＳＲ・フリースクール）で学び，

社会人になった今，思うこと

15:35
～16:00

グループ別意見交流
・説明・講話・当事者からのメッセージを聞いて

16:00
～16:25 全体交流・質疑応答

16:25
～ 16:30 閉会行事

【参考】

○ 小学校，中学校，義務教育学校，中等教育学校，特別支援学校の教職員
○ 幼稚園，保育所，認定こども園等，ネウボラ，児童発達支援センター等の職員
○ 保護者
○ 県教育委員会，県健康福祉局関係課，関係地方機関等の職員
○ 各市町教育委員会，各市町障害者支援担当部局等の職員
○ 県内スクールカウンセラー，スクールソーシャルワーカー

自分が今までしてきたことが良かったと安心したり、これからどうしていったら良
いかという先の対応も学ぶことができ、力をいただきました。子供が中学生にな
り、進路を決める現実に向き合うようになり、たくさんの未知の世界があります。
当事者の方のお話は 当時どんな気持ちを抱えていたのか知ることができ、現在
立派に活躍されている姿からは勇気づけられました。

教職員

自閉症スペクトラムについて，再認識したり新しいことを学べたり
できました。 （中略） 今，担当している児童を思い浮かべながら講
義を聞いていると，当てはまることばかりでとても納得しながら受講
しました。その中でも，一番感銘を受けた言葉があります。「私たち
から彼らの世界に入る努力をすること。なぜなら彼らは私たちの世
界に入ってくることができないから。」この言葉を忘れず，これからも
彼らに歩み寄っていきたいと思います。

保護者

＜対象者＞
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